
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
一
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
条
及
び
第
八
条
、
石
炭
鉱
業
年
金
基
金

法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
、
国
民
年
金
基
金
規
則
（
平
成
二

年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
）
第
五
十
一
条
の
三
第
二
項
、
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
七
十
五
号
）
第
二
十
三
条
第
七
号
、
第
二
十
四
条
第
四
号
及
び
第
六
十
条
第
六
号
、
確
定
拠
出
年
金
運
営
管
理
機

内

閣

府

関
に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
三
年

令
第
六
号
）
第
十
条
第
九
号
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
平

厚
生
労
働
省

成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
並
び
に
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び

経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

私
的
年
金
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
技
術
的
安
全
管
理
措
置
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
日
か

ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
、
私
的
年
金
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
二
十
八
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
号
）
は
、
同
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

私
的
年
金
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
技
術
的
安
全
管
理
措
置



第
１

技
術
的
安
全
管
理
措
置

私
的
年
金
関
係
事
業
者
（
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
百
十
五
条
に
規
定
す
る
国
民

年
金
基
金
、
同
法
第
百
三
十
七
条
の
二
の
五
に
規
定
す
る
国
民
年
金
基
金
連
合
会
、
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
条
）
第
二
条
に
規
定
す
る
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
及
び
当
該
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
の
会
員

た
る
事
業
主
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
企
業

年
金
基
金
及
び
当
該
企
業
年
金
基
金
を
実
施
す
る
厚
生
年
金
適
用
事
業
所
の
事
業
主
、
同
法
第
四
条
第
一
号
に
規
定

す
る
事
業
主
、
同
法
第
九
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
企
業
年
金
連
合
会
、
確
定
拠
出
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
厚
生
年
金
適
用
事
業
所
の
事
業
主
及
び
同
条
第

十
項
に
規
定
す
る
個
人
型
年
金
加
入
者
を
使
用
す
る
事
業
主
、
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年

改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
及
び
当
該
存
続
厚
生
年
金
基
金
が

設
立
さ
れ
た
適
用
事
業
所
の
事
業
主
、
同
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
存
続
連
合
会
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
か
ら
そ
の
業

務
の
委
託
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条

第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
通

則
編
）
（
平
成
二
十
八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
告
示
第
六
号
）
８
に
規
定
す
る
中
小
規
模
事
業
者
を
除
く
。
）
で

あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
同
法
に
基
づ
く
命
令
に
よ
る
ほ
か



、
国
民
年
金
法
、
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
、
確
定
拠
出
年
金
法
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法

附
則
第
五
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
改
正
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
。
以
下
「
改
正
前
厚
生
年
金

保
険
法
」
と
い
う
。
）
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
業
務
を
実
施
す
る
際
に
は
、
そ
の
取
り
扱
う
個
人
デ
ー

タ
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
適
正

に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
際
、
私
的
年
金
関
係
事
業
者
に
お
い
て
、
個
人
デ
ー
タ
が
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
等
を
し
た
場
合
に
本
人

が
被
る
権
利
利
益
の
侵
害
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、
事
業
の
規
模
及
び
性
質
、
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
状
況
並
び
に
個
人

デ
ー
タ
を
記
録
し
た
媒
体
の
性
質
等
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
に
応
じ
、
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の
防
止
そ
の
他
の
個

人
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

特
に
、
事
業
者
の
内
部
又
は
外
部
か
ら
の
不
正
行
為
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
漏
え
い
等
を
防
止
す
る
た
め
の
手
法

と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
技
術
的
安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

一

加
入
者
等
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
接
続
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
基
幹
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

）
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
物
理
的
又
は
論
理
的
に
分

離
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
直
接
取
り
扱
う
作
業
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
等
で
は
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
業
務
に
応
じ
て
適
切
な
ア
ク
セ
ス
権
限
を
付



与
す
る
こ
と
。

二

基
幹
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
個
人
デ
ー
タ
を
外
部
の
機
関
等
へ
電
磁
的
方
法
に
よ
り
移
送
す
る
場
合
は
、
暗
号
化
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
等
を
必
ず
行
い
、
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
介
し
た
電
子
メ
ー
ル
等
で
の
送
信

は
行
わ
ず
電
磁
的
記
録
媒
体
を
使
用
し
、
又
は
専
用
線
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
通
信
を
使
用
す
る
こ

と
。
ま
た
、
作
業
に
当
た
っ
て
一
時
的
に
パ
ソ
コ
ン
等
に
個
人
情
報
を
保
存
し
た
場
合
は
、
作
業
終
了
後
の
デ
ー

タ
消
去
を
徹
底
す
る
こ
と
。

三

一
及
び
二
に
つ
い
て
運
用
上
可
能
な
も
の
は
直
ち
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
対
応
が
必
要
と
な
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
検
討
す
る
こ
と
。
な
お
、
シ
ス
テ
ム
改
修
ま
で
の
間
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
あ

る
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
、
暗
号
化
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
、
作
業
終
了
後
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
の
個
人
情

報
の
消
去
等
の
安
全
管
理
措
置
を
徹
底
す
る
こ
と
。

（例）
・

個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
識
別
と
認
証

・

個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
御

・

個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
限
の
管
理

・

個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
操
作
の
記
録
及
び
不
正
が
疑
わ
れ
る
異
常
な
記
録
の
存
否
の
定
期
的
な
確

認



・

情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
状
況
の
監
視
及
び
当
該
監
視
シ
ス
テ
ム
の
動
作
の
定
期
的
な

確
認

・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
脆
弱
性
対
策
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
チ
の
適
用
、
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
固
有
の

脆
弱
性
の
発
見
及
び
そ
の
修
正
等
）

第
２

厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
の
考
え
方

本
告
示
に
規
定
さ
れ
て
い
る
内
容
を
遵
守
し
な
い
場
合
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
民
年
金
法
第
百
四
十
二
条
、
石

炭
鉱
業
年
金
基
金
法
第
三
十
二
条
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
百
二
条
、
確
定
拠
出
年
金
法
第
五
十
二
条
、
第
七
十

八
条
第
二
項
及
び
第
百
四
条
並
び
に
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
七
十
九
条
の
規
定
等
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

第
３

告
示
の
見
直
し
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
国
民
の
認
識
の
変
化
、
技
術
の
進
歩
、
国
際
的

動
向
等
に
応
じ
て
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
本
告
示
は
、
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を

行
う
も
の
と
す
る
。


